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l 原発性肺高血圧症を疑われた 1侭
増山茂，鈴木公典，山岸文雄
滝沢弘隆 (千大・肺内〉
労作時患切れ，失神を主訴とする23歳女性。心電顕，
心エコー，豆1Angiography，胸部レ線，胸部 CT等に
て右心負帯を，右心カテーテノレにて PA盟が55mmHgの
締高血圧を示した。先天性心疾患，弁護疾患，その他二
次性肺高血正痘も否定され，原発性肺高車圧症が強く疑
われた。酸素，ジゴキシン， トラピジノレ，ニフェジピン， 
PGEl襲斉出こて治療を行った。 トラピジル急性負荷によ
り諦血管誕抗の低下をみたが，上記薬剤による慢性治疲
では著効は得られていない。 
2. ステ司イド減量中増悪した騎線維症の 1傍
篠崎俊，村木憲子(千大・腸内〉
プレドニゾロン 30mgより治療開始，症状などの改善
をみ，ステロイドを減量するも 20mgの時点で症状など
の悪化をみる。この悪北は肺感染または原疾患の増悪に
よると考え各種抗菌療法やステロイドの増量を行ったが
死の転帰をと予ました。これは京疾患による賄容量の抵
下や，ステロイドによる免疫能の抵下に加え感染をトヲ
ガーとして ARDSが発現し，さらに二次感染による病
患の進行も関与した。 
3. 合成プロゲステロン製剤が有支きであった呼吸不
全の 1領l
河内出資鼠木村弘(千大・ 5市内〉 
COPDの患者に Chlormadinoneacetate (CMA) 50 
mg/日 2813関投与した結果を検討した。投与前の軽度
右心不全症状，低酸素血症，高炭酸ガス血症の改善額向
を認め HughJohns分類n→I豆度と改善した。 CMA
はC02のイヒ学感受性の完進をもたらすと考えられ，副葬
用がなく経口剤であることより諦庖低換気患者の管理に
とって存舟である可能性が示唆された。 
4. イヌ糸状虫華が疑われた 1傍
岳沢卓二，陪田イ鼠長尾啓一，
渡辺昌平 (千大・ 2市内)
金沢保，小林{二，横)1宗雄
(罰・寄生虫〉
軽度発熱で発症し， X線上右E車内部リンパ箆腫大，南
下肺野浸潤畿を示し，未血にて好酸球増多(60%)示し，
寄生虫皮内反応及び血清榛体結合反応(X160)よりイヌ
糸状虫症を強く疑い， TBLBにて跨胞壁に好酸球の浸潤
を確認，駆虫剤 (DEC)投与後血清補体結合反応が有意
に低下 (X35)L-， X線所見も軽度改善した10歳男性症
例を経験したので報告する。 
5. B事アスペルギJレス症0)1手術僻
下山真彦，籾木蔑，有田正明
(千大・ 5市外〉
症併は28歳女。締結核治療後十数年目に右中葉に 9X 
6 cmの fungusball出現，右蹟全体で拡張性気管支変
化及び血流量低下有。 TTAで諦アスベルギノレス症の診
断確定， amphotericin B lOmgで TTI後，右肺全措
衛施行。脅後膿腕合併したが，技生部，駒睦洗浄にて治
ゆ。併せて当施設での退去7症例の検討も仔った。 
6. 当施設における最近5年毘の諦結核症124@jの検討
陳瑞明，村木憲子，菊池典雄
(千大.Hi市内〉
有賀光 (国立習志野〉
最近5年間の結核菌陽性例につき retrospectiveに来
院から診断までの過謹を分析，検討した。当施設受診者
中に占める結核麗揚性例の割合は約 2弘であった。年齢
別にみると， 30，50，60歳台に多くみられた。受診動機
は，自覚症が検診によるものの約 3倍を占めた。設診で
発見されたものは，病巣の拡が担が小さい傾向にあっ
た。気管支鏡検査は，肺結核症の早期診断，賠癌との合
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併例に有用で、あると考えられた。分離された結核菌の初
回耐性頻度は 2-10%で，総合耐性誌 6%であった。 
7. びまん性絢膜中皮彊の 1候i
篠鯖克己，山口哲生，渡辺昌平
〈千大・騎内)
河野後彦，林豊 (開・病理) 
80議。男性。主訴は左胸請。他に咳敷，血疲，労作時
呼吸困難等の症状があり入読した。大量の血性絢水が見
られ，胸水中からは悪性組抱は証明されなかったが，脆
水中 LDH，フェリチンは車清に比して著明な高僅を示
した。全経退 7ヶ月で死亡し害j検を行った。縦語，模隔
膜，識{員IJ臆摸にー塊となった腫蕩が胸膜の外視，IJをびまん
性に浸?脅し，組織学的に隷緯型のびまん性胸膜中皮腫と
診断された。 
8. C誼OP護法が著効を示した葬ホジキンリンパ
謹の 1椀
額誘啓，金子昇，内藤隆，橋爪一党
(県西誤巷塁療センター・呼吸器科)
鈴木昌八，木村秀檎，和田源胃，半沢構
(同・胸部外科)
今回我々は CHOP療法が著勢を示した非ホジキンリ
ンパ麗の工例を経験したので報告する。症候iは検診にて
縦縞麗蕩を疑われ， ヲンパ節生検及び臨床所見， ジンバ
管造影等の諾検査より，病期 illAのび漫性中綿抱型非ホ
ジキンリンパ腫と診断された。本症例記 CHOP療法を
施行し，不完全寛解を得た。国療法は当践の遁去 7年間
における非ホジキンヲンパ還の化学費法中最も高い害弟
率を認めた。 
9. 血胸を伴った転移性諦彊療の 1手傷偶
斎藤幸誰，柴光年，佐藤震将
山口 豊 (千大・蹄タト)
安田耕作，脇坂正美 〈同・ 5宮、尿)
ド畢丸腫療の肺転移巣からの出血で血踊を呈し術中 re-
expansion lung edemaが発生した工例を報告した。
当科では過去12年関に 3例の腫蕩性血駒があったが血管
浸潤が強く，出血を伴いやすい腫蕩均騎転移では車胞は
重要な合併症であ予念頭におかねばならない。又自然気
胞で説気後や胸水鼓号i後に発生する肺水腫が揚圧議気下
で発症したことは詩血管の透過性の変化が主因となって
いると考えられた。 
10. 22藤女性の原発性腕腺癌の 1倒，および当撞設
の若年者原発性肺癌の検討
吉田農秀，山口哲生，渡辺昌平
(千大・ 1車内〉
田中由紀夫ヲ山口 豊 (詞・肺外〉
水谷文雄 (栓戸市立・内科〉
咳敷及び発熱を主訴とした22議女性の京発性肺脹癌の
症例を経験した。また， 1978年 4月 1aよ!J1982年末ま
でに当撞設に入院した訴癌患者 455例のうち， 40歳未満
の若年者京発性障癌19例について検討した。割合は全体
の 4.2%であ予，男女比註 10:9であった。組織では隷
癌が17倒を占めた。また，発見動機として自覚症を有し
ていた者が多く，病期は璽期以上が68%を占めた。手術
蒐行伊jは 6例であった。 
11. 小結抱癌の 2Ø~， 最近の化学覆法の考え方
河野典博，加藤文(千大・腸内〉
鮪辻、結絶癌は蹄癌の中でも転移が早く予後不良だが，
化学療法，放射線療法?と高い感受性をもつことがしられ
ている。謹々の化学療法が試みられているが， COMP 
療法による治療 1僚と AMP療法による治療工例とを
示した。現在も小結抱癌に対する化学療法は試行錯誤の
持期で今後も a慎重な検討が必要と患われる。なおき科で
は A羽 P療法と A羽 C察法の 2つのプロトコールによ
り trialが現在進行中である。 
12. YAGレーザーによる治寮を加えた小細胞癌の 
1例
石橋かおる，広畠健三(千大・肺内〉
藤沢武彦 (罰・蹄外〉
症例は， 57議の男性で辻、細臆癌の再発例である。者主
気管支は廷ぼ完全開塞，左主気管支は約90弘閉塞してお
担，これに対して YAGレーザーを層、射した。全身状態
は改善し，更に化学療法，設射操療法を加えることによ
担，廷命効果が得られた。本側の撲な中枢気道の狭窄病
変に対して YAGレーザー照射療法は，極めて有効な治
療法である。 
13. D市部分切除における C02レーザーの使用経験
田宮敬久，靖尾秀彦，田中由紀夫
馬場建行，山口 豊(千大・蹄外〉
レーザーメスは，出血量の減少・手慌時間の減少等種
々の利点がある。当施設に於ける C02レーザ}メスを
